
 

Indeed用にXMLファイルをフォーマットする方法 
 

● HTMLはdescriptionタグのCDATAの一部として送信する必要があります  
● HTMLのエスケープエンティティには対応しておりません。例:&lt;の代わりに<を使用して

ください 
● 対応しているタグ: 

○ 太文字 <b> 
○ 区切り <br> 
○ 段落 <p> 
○ 順序なしリスト項目 <ul> 
○ リスト項目 <li> 
○ 強調 <strong> 
○ ストレス強調（斜体） <em> 

 
● 箇条書きを含めるには、順序なしリスト項目を使用してください <ul> 
● 注：段落間には空白行が自動的に挿入されます 

 
Descriptionにテキストベースの書式設定を使用するヒント 
 

1. 太文字のヘッダー 
● 62文字未満のコロンで終了する行、太字の見出しとなります (http:もしくはhttps:

を除く) 
 

2. 箇条書き 
● ダッシュ: "​-​" 
● アステリスク: "​*​" 
● 見出し黒丸 "​•" 

 
3. 改行 

● 実際の改行を使用 (Enter、テキストベースの場合<br>は使用不可) 
● 改行のないXMLを提供されますと、ひとつながりの文字の羅列として表示されるた

め、修正をお願いすることになります 
 
 

 



 
HTMLフォーマットのXMLとIndeed上での実際の見え方の例  

 

 


